
「四
端
」
と

「孝
悌
」

仁
斎
試
論

は

じ

め

に

京
都
の
上
層
町
人
の
子
と
し
て
成
長
し
た
伊
藤
仁
斎

（寛
永
四

・
一
六
二
七
年
～
宝
永
二

・
一
七
①
五
年
）
は
、
家
族
や
親
戚

・
友
人
の
強
い

反
対
を
押
し
き

っ
て
、
学
問
に
専
心
す
る
生
き
方
を
選
ん
だ
。
周
囲
の
人
々
は
、
円
満
な
文
化
的
教
養
の

一
環
と
し
て
学
問
を
身
に
付
け
る
の
が

上
層
町
人
の
嗜
み
で
あ
り
、
家
を
継
ぐ
べ
き
身
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
以
上
に
学
問
に
の
め
り
込
む
こ
と
は
、
周
り
を
不
幸
に
さ
せ
る
だ
け
で
は

な
い
か
と
仁
斎
を
諭
し
た
。
そ
の
頃
を
振
り
返

っ
て
、
後
年
の
仁
斎
は
こ
う
述
べ
て
い
る
。

吾
嘗
十
五
六
歳
時
好
学
、
始
有
志
子
古
先
聖
賢
之
道
、
然
而
親
戚
朋
友
、
以
儒
之
不
告
、
皆
日
為
医
利
実
、
然
吾
耳
若
不
聞
而
不
応
、
諌
之

者
不
止
、
攻
之
者
不
哀
、
至
於
親
老
家
貧
、
年
長
計
違
、
而
引
義
拠
礼
、
益
責
其
不
顧
養
、
理
屈
詞
窮
、
而
伴
応
者
亦
数
央

（
「送
片
岡
宗
純

還
柳
川
序
」
『
古
学
先
生
文
集
』
巻

一
）

「古
先
聖
賢
之
道
」

へ
の
仁
斎
の
思
い
が
並
々
な
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
て
、
周
囲
の
人
々
は
、
次
善
の
方
策
と
し
て
医
者
に
な
る
こ
と

を
勧
め
て
き
た
。
収
入
も
安
定
し
て
、
社
会
的
な
身
分
も
高
い
か
ら
で
あ
る
注
も

そ
れ
で
も
信
念
を
出
げ
な
い
仁
斎
に
対
し
て
、
説
得
の
切
り
札

は
、
「益
責
其
不
顧
養
」

つ
ま
り
学
問
に
専
心
し
て
親
の
世
話
は
ど
う
す
る
つ
も
り
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ

つ
た
。
「古
先
聖
賢
之
道
」
は
親

ヘ

の
孝
養
を
説
く
も
の
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
な
の
に
お
前
は
、
そ
の

「古
先
聖
賢
之
道
」
を
学
ぶ
た
め
に
親
を
見
捨
て
る
と
い
う
の
か
―
―

こ
う
い
う

田
　
尻
　
祐

良円



意
見
が
、
家
業
を
継
が
ず
に
学
問
の
世
界
に
入
ろ
う
と
し
て
い
た
仁
斎
に
、
次
々
と
ぶ

つ
け
ら
れ
た
。
「引
義
拠
礼
」
と
あ
る
か
ら
、
多
少
と
も
古

典
の
知
識
の
あ
る
者
は
、
儒
教
の
古
典
を
引
い
て
説
き
伏
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
仁
斎
の
回
想
は
、
さ
ら
に
こ
う
続
く
。

愛
我
念
深
者
、
攻
我
念
力
、
其
苦
楚
之
状
、
猶
囚
徒
之
就
訊
也
、
釜
楚
在
前
、
吏
卒
在
傍
、
迫
促
訊
間
、
不
能
不
応
焉
、
…
…
大
凡
俗
之
所

尚
者
、
在
利
不
在
義
、
在
勢
不
在
徳
、
愛
我
深
者
、
則
我
僻
也

（同
前
）

親
戚
や
友
人
の
説
得
は
、
ま
る
で
罪
人
に
対
す
る
役
人
の
訊
間
の
よ
う
に
厳
し
か
っ
た
。
学
問
に
専
心
し
て
も
経
済
的
に
目
途
が
立

つ
の
か
、
こ

れ
が

「利
」
の
立
場
で
あ
り
、
世
の
中
は
そ
う
い
う
も
の
で
は
な
い
、
こ
れ
が

「勢
」
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
は
、
学
問

へ
の
情
熱
に
駆
ら

れ
た
若
い
仁
斎
か
ら
す
れ
ば
、
理
想
を
持
た
な
い
者
の
つ
ま
ら
な
い
議
論
に
思
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
仁
斎
を
本
当
に
苦
し
め
た
の
は
、
そ

れ
が
、
仁
斎
の
た
め
に
将
来
を
思
い
、
仁
斎
の
人
と
な
り
を
愛
す
る
人
々
の
、
彼
ら
か
ら
す
る
偽
る
こ
と
の
な
い
真
心
か
ら
の
説
得
行
為
で
あ

っ

て
、
そ
こ
に

一
点
の
疑
い
も
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「愛
我
念
深
者
、
攻
我
念
力
」
と
い
う

一
句
は
、
そ
の
意
味
か
ら
、
仁
斎
に
の
し
か
か
っ

て
き
た
も
の
の
重
さ
を
遺
憾
な
く
伝
え
て
い
る
。

こ
の
体
験
は
、
後
の
仁
斎
の
思
想
を
知
る
者
に
と

つ
て
注
そ

象
徴
的
と
言

っ
て
よ
い
ほ
ど
の
意
味
を
持

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り

そ
れ
は
、
他
者
を
理
解
す
る
こ
と
と
愛
す
る
こ
と
と
は
必
ず
し
も
同
じ
で
は
な
い
こ
と
、
愛
す
る
か
ら
こ
そ
相
手
を
損

っ
て
し
ま
う
事
態
が
あ
り

う
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
「愛
」
と
は
何
か
、
「愛
」
が

「愛
」
で
あ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の
か
、
こ
う
い
う
問
い
を
投
げ
掛
け
て
く
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
「孝
」
は
無
条
件
に
道
守
さ
れ
る
べ
き
道
徳
律
で
あ
る
の
か
、
「孝
」
が
人
間
の
生
き
生
き
し
た
活
動
、
個
人
と
し
て

の
進
路
や
希
望
を
抑
圧
す
る
よ
う
な
も
の
で
な
く
な
る
た
め
に
は
、
「孝
」
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か
を
考
え
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
い
う
主

題
こ
そ
は
、
ま
さ
に
後
年
の
仁
斎
の
思
想
の
基
軸
を
な
し
て
い
た
。
と
い
う
よ
り
、
こ
う
い
う
主
題
を
心
の
中
で
反
勿
し
温
め
な
が
ら
、
朱
子
の

堅
牢
な
古
典
解
釈
と
の
闘
い
を
通
じ
て
、
『
論
語
』
と

『
孟
子
』
の
本
文
に
そ
の
答
え
を
求
め
て
い
っ
た
の
が
仁
斎
の

一
生
だ

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
注
３
ｏ



一
、
〈他
者
〉
の
発
見

①

「異
体
殊
気
」
と
し
て
の
個
人

仁
斎
の
主
著
と
し
て
は
、
『
論
語
古
義
』
と

『
孟
子
古
義
』
を
挙
げ
る
べ
き
だ
ろ
う
が
注
く

仁
斎
の
思
想
の
構
成
を
考
え
る
時
に
は
、
「旧
聞
」

に
泥
み

「意
見
」
に
惑
わ
さ
れ
た
学
者
た
ち
に

「郷
魯
之
正
伝
」
を
教
え
説
い
た

『
童
子
問
』
に
拠
る
の
が
便
利
で
あ
る

（『
童
子
間
』
自
序
）
。

そ
の

『
童
子
間
』
は
、
ま
ず

『
論
語
』
『
孟
子
』
の
二
書
を

「平
生
親
切
之
書
」
、　
つ
ま
り
日
常
普
段
の
生
活
に
即
し
た
身
近
な
書
物
と
だ
け
考
え

て
は
い
け
な
い
こ
と
、
そ
こ
に
は
、
い
か
に
も
高
遠
ら
し
く
説
か
れ
た
書
物
よ
り
も
遥
か
に
深
い
意
義
が
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
、
続
い
て
「性
」

「道
」
「教
」
の
関
係
か
ら
論
が
始
ま

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
仁
斎
は
、
ま
ず

『
中
庸
』
の
冒
頭
を
踏
ま
え
て
、
「性
」
「道
」
「教
」
の
関
係
を
弁
え

る
こ
と
を
学
問
の
出
発
と
考
え
て
い
る
。

さ
て
、
仁
斎
に
即
し
て

「性
」
「道
」
「教
」
の
関
係
は
と
い
え
ば
簡
単
で
は
な
い
が
、
そ
の
意
図
を
大
胆
に
単
純
化
す
れ
ば
、
「性
」
は
個
別
有

限
な
も
の
、
「道
」
は
普
遍
無
限
な
も
の
、
そ
の
両
者
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て

「教
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

蓋
性
者
、
以
有
於
己
而
言
、
道
者
、
以
達
於
天
下
而
言

（『
童
子
問
』
巻
上

・
一
四
章
、
以
下

『
童
子
問
』
に
つ
い
て
は
上

。
一
四
の
よ
う
に

表
記
す
る
）

人
皆
有
性
、
性
皆
善
、
然
学
以
充
之
、
則
為
君
子
央
、
不
能
充
之
、
則
衆
人
而
己
耳
、
性
之
不
可
侍
也
如
此

（上

。
一
七
）

確
か
に

「性
」
は

「善
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
朱
子
学
な
ど
の
言
う

「性
善
」
で
は
な
い
。
「教
」
含
！
」
で
は

「学
」
と
読
ん
で
も
よ
い
）
を
も

っ
て

「道
」
に
至
る
萌
芽

・
可
能
性
を
そ
れ
は
示
し
て
い
る
が
、
「性
」
の

「善
」
に
自
足
し
て
い
て
は
何
も
得
ら
れ
な
い
注
名

と
い
う
こ
と
は

主
体
と
し
て
の
人
間
に
と

っ
て
、
言
い
換
え
れ
ば
今
こ
こ
に
い
る
私
に
と

つ
て
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
「教
」
で
あ
り

「学
」
で
あ
る
。

孟
子
難
道
性
善
、
不
徒
論
其
理
、
必
日
拡
充
、
必
日
存
養
、
所
謂
拡
充
存
養
云
者
、
即
非
教
而
何

（上

。
一
二
）



宋
明
儒
先
、
皆
以
尽
性
為
極
則
、
而
不
知
学
問
之
功
益
大
央
、
殊
不
知
己
之
性
有
限
、
而
天
下
之
道
無
窮
、
欲
以
有
限
之
性
、
而
尽
無
窮
之

道
、
則
非
学
問
之
功
、
不
可
得
也
、
此
孔
門
所
以
専
貴
教
也

（上

。
二

一
）

仁
斎
は
、
「宋
明
儒
先
」
の
説
く

「尽
性
」
を
、
自
己

一
身
に
閉
じ
ら
れ
た
行
為
だ
と
見
て
い
る
。
朱
子
学
や
陽
明
学
か
ら
す
れ
ば
、
「性
」
は
本

来
そ
の
よ
う
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
人
間
は
互
い
に

「性
」
を
等
し
く
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
相
互
に
理
解
し
連
帯
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

さ
れ
る
が
、
仁
斎
の
眼
に
は
そ
う
は
映
ら
な
い
。
人
と
人
と
は
何
を
も

つ
て
繋
が
る
の
か
、
こ
の
点
で
の
捉
え
方
の
相
違
が
、
「性
」
に
つ
い
て
の

「宋
明
儒
先
」
と
仁
斎
と
の
食
違
い
の
根
元
に
横
た
わ

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「尽
性
」
の
学
問
は
、
自
己
に
閉
じ
ら
れ
た
も
の
に
な
る
と
い
う
批

判
に
続
い
て
、
仁
斎
は
こ
う
述
べ
る
。

夫
人
之
与
我
、
異
体
殊
気
、
其
疾
痛
府
序
、
皆
不
相
通
、
況
人
之
与
物
、
異
類
殊
形
、
何
相
干
渉

（上

。
二

一
）

「人
」
と

「我
」
と
は
単
純
に
は
繋
が
ら
な
い
か
ら
、
自
己
に
閉
じ
ら
れ
た

「性
」
の
探
求
で
は
、
人
倫
を
基
礎
付
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
前
に
、
人
と
人
と
は

「異
体
殊
気
」
互
い
に
切
れ
た
別
個
の
存
在
だ
と
い
う
立
論
に
、
ま
ず
目
を
見
張
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
仏
教
な
ら
、
人
間
と
動
植
物
と
に
さ
え
決
定
的
な
隔
絶
を
認
め
ず
に
、
あ
ら
ゆ
る
生
命
の
連
鎖
を
見
る
だ
ろ
う
し
、
儒
教
は

一
般
論
と
し

て
、
祖
先
か
ら
絶
え
る
こ
と
の
な
い
父
子
兄
弟
の
生
命
の
連
続
を
重
ん
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
う
い
う
発
想
と
比
べ
る
な
ら
、
仁
斎
の

「異
体
殊

気
」
論
は
、
そ
れ
ら
と
は
異
質
な
、
人
間
存
在
に
対
す
る
ど
こ
か
突
放
し
た
よ
う
な
視
線
を
感
じ
さ
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。

難
父
子
之
親
、
兄
弟
之
睦
、
既
異
其
体

（上

。
二
二
）

と
い
う
よ
う
な
言
葉
も
見
ら
れ
る
。
「父
子
」
「兄
弟
」
と
い
う
よ
う
な
血
縁
は
、
江
戸
期
の
儒
学
の
通
例
で
は
専
ら

「気
」
の
連
続
の
面
に
お
い

て
語
ら
れ
る
だ
ろ
う
が
、
仁
斎
は
そ
れ
を
、
「異
体
」
と
言
い
切

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

仁
斎
の
理
解
で
は
、
「性
」
は
人
間
そ
れ
ぞ
れ
の
、
生
ま
れ
持

っ
た
個
別
性
で
あ
る
。
霊
四
孟
字
義
』
か
ら

「性
」
の
定
義
を
引
け
ば
、
「性
生
也
、

人
其
所
生
而
無
所
加
損
者
也
」
で
あ
る
。
父
子

・
兄
弟
で
あ

っ
て
も
、
顔
形
が
異
な
る
よ
う
に

「性
」
は
異
な
る
。
聖
人
た
ち
も
、
生
き
た
人
間

で
あ
る
限
り
、
個
性
の
相
違
が
あ

っ
た
は
ず
だ
と
も
仁
斎
は
言
う
。



聖
人
亦
人
焉
耳
、
安
得
人
人
皆
同

（下

。
四
九
）

朱
子
学
で
は
、
「気
質
の
性
」
の
次
元
で
個
別
性
を
認
め
る
が
、
人
間

（学
問
者
）
は
す
べ
て
気
質
の
混
濁
偏
差
を
克
服
し
て

「本
然
の
性
」
に
帰

る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
修
養

・
学
問
に
よ

つ
て
そ
れ
は
可
能
な
の
だ
と
し
た
。
「本
然
の
性
」
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
に
例
外
な
く

「天
」
か
ら

「理
」

と
し
て
賦
与
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
朱
子
学
は
、
人
間
が
互
い
に
繋
が
り
う
る
の
は
、
万
人
に

「本
然
の
性
」
が
共
有
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
考

え
る
。
顔
形
や
気
質
は
違

っ
て
い
て
も
、
「仁
」
「義
」
「礼
」
「智
」
「信
」
と
い
う
よ
う
な
道
徳
性
が

「本
然
の
性
」
と
し
て
宿

っ
て
い
る
か
ら
、

人
と
人
は
分
か
り
あ
え
る
の
で
あ
る
。
仁
斎
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
の

「性
」
を
認
め
な
い
。

②

「実
」
な
る
も
の

し
か
し
そ
れ
は
仁
斎
が
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
一
方
的
に
醒
め
た
だ
け
の
悲
観
論
の
持
ち
主
だ

つ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
「忽

卑
近
者
、
非
識
道
者
」
と
述
べ
た
後
で
、
仁
斎
は

言
卑
近
之
中
、
自
有
高
遠
之
理
也
、
而
所
謂
高
遠
者
、
非
世
之
所
謂
高
遠
也
、
事
之
卑
近
、
不
過
親
其
親
、
長
其
長
、
妻
子
好
合
、
兄
弟
既

分
之
間
、
而
莫
高
遠
於
天
下
平
央

（上

・
二
五
）

と
論
じ
た
。
仁
斎
は
、
「高
遠
」
を
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
「高
遠
」
を

「高
遠
」
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
、
「高
遠
」
を
誇
る
こ
と
を
否
定
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た

人
者
何
、
君
臣
也
、
父
子
也
、
夫
婦
也
、
昆
弟
也
、
朋
友
也

（上

。
九
）

聖
人
之
道
、
在
於
君
臣
父
子
夫
婦
昆
弟
朋
友
之
間
、
而
徳
不
出
於
仁
義
忠
信
之
外

（上

・
二
七
）

と
も
言
わ
れ
る
。
仁
斎
は
、
少
な
く
と
も
形
と
し
て
は
、
「親
親
」
「長
長
」
を
中
心
と
し
た
倫
理
や
、
「君
臣
」
「父
子
」
以
下
の
人
間
関
係
を
積

極
的
に
認
め
て
い
る
。
も

っ
と
も
そ
こ
に
、
仁
斎
ら
し
い
、
よ
り
親
和
的
な
色
合
い
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

自
有
生
民
以
来
、
有
君
臣
、
有
父
子
、
有
夫
婦
、
有
昆
弟
、
有
朋
友
、
相
親
相
愛
、
相
従
相
衆
、
…
…

（上

・
八
）

そ
の
限
り
で
、
「五
倫
五
常
」
的
な
枠
組
み
は
、
仁
斎
に
お
い
て
も
間
違
い
な
く
保
持
さ
れ
て
い
る
。
で
は
、
人
間
は
互
い
に
切
れ
た
別
個
の
存
在



だ
と
い
う
感
覚
は
、
そ
こ
に
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
そ
こ
で
重
要
な
の
は
、
次
に
見
る

「実
」
と
い
う
言
葉
に

仁
斎
が
托
し
た
も
の
で
あ
る
。

有
子
日
、
「孝
弟
也
者
、
其
為
仁
之
本
与
」
、
孔
子
日
、
「主
忠
信
」
、
夫
孝
弟
者
順
徳
、
忠
信
者
実
心
、
人
若
不
忠
信
、
則
名
難
為
孝
、
実
非

孝
、
名
難
為
忠
、
実
非
忠

（上

・
二
五
）

有
子
の
言
葉
は

『
論
語
』
学
而
篇
、
孔
子
の

「主
忠
信
」
は
学
而
篇
や
顔
淵
篇
に
見
え
る
。
「忠
信
」
と
い
う

「実
心
」
が
根
底
に
あ

っ
て
、
は
じ

め
て
父
に
対
す
る

「孝
」
や
君
に
対
す
る

「忠
」
は
真
実
の
も
の
に
な
る
と
言
う
の
で
あ
る
。

荷
無
忠
信
、
則
礼
文
難
中
、
儀
刑
難
可
観
、
皆
偽
貌
飾
情
、
適
足
以
滋
奸
添
邪

（霊
四
孟
字
義
』
忠
信
）

と
も
言
わ
れ
る
。
「実
」
な
る
も
の
は
、
「忠
信
」
だ
け
に
限
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。

仁
之
為
徳
大
央
、
然

一
言
以
蔽
之
、
日
、
愛
而
己
実
、
在
君
臣
謂
之
義
、
父
子
謂
之
親
、
夫
婦
謂
之
別
、
兄
弟
謂
之
叙
、
朋
友
謂
之
信
、
皆

自
愛
出
、
蓋
愛
出
於
実
心
、
故
此
五
者
、
自
愛
而
出
、
則
為
実
、
不
自
愛
而
出
、
則
偽
而
己
、
故
君
子
莫
大
於
慈
愛
之
徳
、
莫
戚
於
残
忍
刻

薄
之
心

（上

・
三
九
）

と
い
う
周
知
の
発
言
の
通
り
、
「愛
」
も
ま
た

「実
心
」
の
発
露
で
あ
る
。
そ
し
て
仁
斎
に
よ
れ
ば
、
そ
の

「愛
」
に
支
え
ら
れ
る
時
、
君
臣
の

「義
」

や
父
子
の

「規
」
の
よ
う
な
道
徳
も

「実
」
な
る
も
の
と
な
る
の
で
あ

っ
て
、
仮
に

「愛
」
２
異
付
け
を
欠
い
た
な
ら
ば
、
道
徳

（五
常
）
は

「偽
」

に
堕
し
て
し
ま
う
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
い
う
議
論
に
は
、
明
ら
か
に
共
通
す
る
発
想
が
見
て
取
れ
る
。
「忠
信
」
も

「愛
」
も
、
相
手
と
の
関
係
を
特
定
し
な
い
で
、
他
者

へ
の
態

度
な
り
心
情
な
り
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「孝
」
や

「忠
」
も
、
ま
た

「親
」
「義
」
「別
」
「叙
」
「信
」
と
い
う
五
常
の
徳
も
、

特
定
の
人
間
関
係
の
形
に
即
し
て
定
ま

つ
た
相
手
に
向
け
ら
れ
た
道
徳
で
あ
る
。

つ
ま
り
仁
斎
は
、
他
者

一
般

へ
の

「忠
信
」
や

「愛
」
に
お
い

て

「実
」
で
あ

っ
て
、
は
じ
め
て
特
定
の
形
を
も

つ
た
君
臣

・
父
子
な
ど
の
道
徳
は
真
実
の
も
の
と
な
り
う
る
と
言

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
五
倫

五
常
を
始
め
か
ら
疑
い
よ
う
の
な
い
前
提
と
す
る
議
論
と
は
、
明
ら
か
に
異
質
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
で
は
、
五
倫
五
常
を
出
発
点
と
す
る
人



問
把
握
と
は
異
質
な
こ
う
し
た
仁
斎
の
理
解
を
表
現
す
る
た
め
に
、
向
き
合
い
繋
が
る
べ
き
相
手
と
し
て
仁
斎
の
捉
え
た
も
の
を

〈他
者
〉
と
表

記
す
る
こ
と
に
す
る
。
〈他
者
〉
の
発
見
に
、
人
間
は
互
い
に
切
れ
た
別
個
の
存
在
だ
と
い
う
感
覚
は
生
か
さ
れ
て
い
る
。

行
論
の
必
要
上
、
〈他
者
〉
と
い
う
観
点
か
ら
、
そ
れ
ま
で
の
儒
教
に
つ
い
て
概
括
し
て
お
こ
う
。
端
的
に
言

っ
て
、
仁
斎
よ
り
以
前
の
儒
教
に

は

〈他
者
〉
が
不
在
だ

っ
た
。
あ
る
い
は

〈他
者
〉
の
存
在
を
認
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。
確
か
に

『
論
語
』
に
既
に
隠
逸
の
士
は
登
場
し
て
、

孔
子
の
生
き
方
を
冷
笑
し
て
い
る
し
、
孟
子
は
、
楊
子

・
墨
子
、
あ
る
い
は
告
子
を
は
じ
め
と
す
る
強
力
な
論
敵
に
向
い
合

っ
て
い
る
。
朱
子
学

に
お
い
て
も
、
陸
学
や
禅
仏
教
が
、
思
想
的
に
も
社
会
的
に
も
大
き
な
ラ
イ
バ
ル
だ

っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
異
端

・
異
学
で
あ

っ
て
、
ど
こ
ま
で
も
交
わ
ら
な
い
も
の
、
交
わ
る
必
要
の
な
い
も
の
、
あ
る
い
は
排
斥

。
打
倒
す
べ
き
も
の
と
し
て
あ

っ

て
、
こ
こ
で
言
う

〈他
者
〉
で
は
な
い
。
こ
こ
で
言
う

〈他
者
〉
と
は
、
何
よ
り
、
繋
が
る
べ
き
相
手
、
交
わ
る
べ
き
対
象
と
し
て
あ
る
。
し
か

も

〈他
者
〉
と
い
う
以
上
は
、
自
己
と
は
異
な

っ
た
も
の
、
自
己
の
延
長
上
に
想
定
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
自
己
と
は
異
質
な
も
の
を
内
包
し
た

存
在
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
〈他
者
〉
の
不
在

・
不
承
認
を
も

つ
と
も
典
型
的
に
示
す
も
の
は
、
朱
子
の
提
示
す
る

『
大
学
』
の

世
界
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「理
」
の
内
省
と
探
求

（
「格
物
致
知
じ

に
よ
る
自
己
の
内
面
的
な
確
立

（
「誠
意
正
心
じ

が
、
自
己
の
行
動
の
正
し

さ
と

「家
」
の
規
範
的
な
整
序
を
保
証
す
る

（
「修
身
斉
家
じ
。
さ
ら
に
そ
れ
は

「家
」
を
出
て
、
地
域
か
ら
国
家
、
国
家
か
ら
天
下
に
連
続
し
て

波
及
す
る
と
さ
れ
る

（
「治
国
平
天
下
じ
。
こ
の
見
事
な
図
式
が
図
式
と
し
て
成
立
す
る
の
は
、
そ
こ
に
自
己
と
は
異
質
な
人
間
の
存
在
が
想
定
さ

れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
〈他
者
〉
の
不
在
は
、
そ
の
起
点
の

「格
物
」
に
お
い
て
既
に
そ
う
で
あ
る
。
「物
」
に
即
し
て
そ
の

「理
」
を
明
ら

か
に
す
る
と
は
、
自
己
の
心
の
奥
深
く
に
静
か
に
横
た
わ

っ
て
い
る

「理
」
と
、
「物
」
の

「理
」
と
の
共
鳴

・
共
振
を
体
験
す
る
こ
と
な
の
で
あ

り
、
自
己
の
心
の
内
の

「理
」
を
、
外
在
す
る

「物
」
に
お
い
て
再
発
見
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
あ
る
美
し
い
宇
宙
的
な
秩
序
を
、
内
な
る
心

と
、
外
な
る
自
然
に
お
い
て
共
鳴

・
共
振
さ
せ
る
こ
と
な
の
で
あ
る
と
名

儒
教
は
、
も
と
よ
り

〈他
者
〉
の
存
在
を
認
め
て
こ
な
か
っ
た
が
、
そ

れ
を
こ
こ
ま
で
見
事
に
定
式
化
し
え
た
か
ら
、
朱
子
の

『
大
学
』
は
四
書
の
第

一
、
「初
学
入
徳
之
門
」
（
『
大
学
章
句
』
冒
頭
の
程
氏
語
）
と
し

て
あ
れ
ほ
ど
ま
で
に
尊
重
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
陽
明
学
に
至

っ
て
、
〈他
者
〉
の
不
在

・
不
承
認
は
、
さ
ら
に
極
ま

っ
て
い
く
。
つ
ま
り
宋



明
の
儒
教
思
想
と
は
、
そ
の
人
間
観
に
つ
い
て
言
え
ば
、
儒
教
本
来
の

〈他
者
〉
の
不
在

・
不
承
認
を
、
徹
底
的
に
純
化
す
る
こ
と
に
成
功
し
た

思
想
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
、
士
大
夫
層
の

「自
」
意
識
が
、
歴
史
的
に
高
揚
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
注
名

「天
理
之
公
」
と
い
う
宋
明
の
儒
教
の
理
想
主
義
的
な
常
套
語
も
ま
た
、
「理
」
の
担
い
手
と
し
て
の
均
質
な
人
と
人
と
の
繋
が
り
を
意
味
し
て

い
る
。
「伊
川
先
生
回
、
公
則

一
、
私
則
万
殊
、
人
心
不
同
如
面
、
只
是
私
心
」
（
『
近
思
録
』
巻

一
・
二
七
）
、
こ
こ
か
ら
は
、
色

々
の
人
が
い
て

こ
そ
人
間
社
会
だ
と
い
う
考
え
方
、
個
性
の
尊
重
、
相
手
と
の
違
い
に
価
値
を
見
出
す
発
想
は
生
ま
れ
づ
ら
い
と
名

よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
儒
教
の
説
く
愛
情
は
、
仏
教
の
慈
悲
や
キ
リ
ス
ト
教
の
隣
人
愛
と
は
異
な

っ
て
、
差
等
の
愛
情
で
あ
る
。
し
か
し
そ

の
差
等
は
、
人
は
同
じ
だ
と
い
う
人
間
観
の
上
に
成
り
立

っ
て
い
る
。
自
分
の
延
長
上
に
想
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
相
手
や
、
自
分
に
は
分
か

ら
な
い
部
分
を
も

つ
た
相
手
が
い
な
い
か
ら
、
甲
が
甲
の
父
を
愛
す
る
よ
う
に
、
私
も
私
の
父
を
愛
し
、
私
は
甲
の
父
よ
り
も
私
の
父
を
よ
り
切

実
に
愛
す
る
の
で
あ
る
。
私
が
私
の
父
を
愛
し
て
い
る
事
実
が
疑
い
よ
う
の
な
い
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
く
甲
も
そ
う
な
の
で
あ
る
。
そ
の

切
実
な
愛
情
の
緩
や
か
な
波
及
と
し
て
、
社
会
の
秩
序
は
保
た
れ
る
。
こ
の
発
想
を
否
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
儒
教
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

二
、
〈他
者
〉
と
の
繋
が
り

先
に
見
た
よ
う
に
仁
斎
に
お
い
て
は
、
「実
」
な
る
も
の
が
根
底
に
あ

つ
て
、
そ
の
上
で
は
じ
め
て

「孝
悌
」
を
は
じ
め
と
し
た
差
等
の
愛
情
が

真
実
な
も
の
と
し
て
成
立
す
る
の
で
あ

っ
た
。
「実
」
な
る
も
の
と
は
、
例
え
ば

「忠
信
」
や

「愛
」
で
あ
り
、
別
な
箇
所
に
よ
れ
ば

「忠
恕
」
で

あ
る
。

①

〈他
者
〉
の
心

へ
―
―

「忠
恕
」

ま
ず

『
語
孟
字
義
』
か
ら

「忠
恕
」
の
定
義
を
紹
介
す
る
と
、

場
尽
己
之
心
為
忠
、
情
度
人
之
心
為
恕



と
あ
る
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
、
『
論
語
』
の

「曾
子
日
、
夫
子
之
道
、
忠
恕
而
己
央
」
（里
仁
篇
）
に
与
え
ら
れ
た
朱
子
の
注

「尽
己
之
謂
忠
、
推

己
之
謂
恕
」
（
『
論
語
集
註
し

を
意
識
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、
朱
子
が

「己
を
推
す
」
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
仁
斎
は
、
「人
の
心
を
情
度
す
る
」
と

し
た
わ
け
で
あ
る
。
朱
子
に
よ
れ
ば
、
人
間
は
互
い
に

「本
然
の
性
」
を
共
有
し
て
い
る
か
ら
、
自
己
の
心
の
深
奥
に
あ
る

「本
然
の
性
」
を
自

党
し
、
そ
れ
を
相
手
に
対
し
て
押
し
出
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
「己
を
推
す
」
と
い
う
時
の

「己
」
が
、
「気
質
の
性
」
の
ま
ま
の

自
己
中
心
的
な
自
己
で
あ
る
は
ず
は
な
い
。
そ
れ
は
、
先
の
程
伊
川
の
言
葉
に
あ
る

「公
」
的
な
も
の
、
Ｅ

」
な
る
も
の
で
し
か
あ
り
え
な
い
。

し
か
し
仁
斎
は
、
そ
う
い
う
本
来
的
な

「己
」
を
認
め
な
い
。
あ
る
の
は
、
互
い
に
個
性
を
持

っ
た
、
完
全
に
重
な
る
こ
と
の
な
い
、
「異
体
」
と

し
て
の
人
と
人
で
あ
る
。

こ
こ
で
考
え
た
い
こ
と
は
、
仁
斎
に
お
い
て

「人
の
心
を
付
度
す
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
そ
も
そ
も
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
な
の

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
朱
子
学
か
ら
は
出
て
こ
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
「理
」
と
し
て
万
人
に
賦
与
さ
れ
た

「本
然
の
性
」

は
完
壁
に
同
じ

「
一
」
で
あ

っ
て
、
相
手
の
表
層
や
気
質
に
つ
い
て
は
と
も
か
く
、
相
手
の
心
の
深
い
次
元
の

「理
」
に
働
き
か
け
る
な
ら
、
同

じ

「
一
」
な
る

「理
」
が
共
振

・
共
鳴
し
な
い
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
朱
子
学
に
あ

つ
て
は
、
自
分
の
心
の
深
奥
の

「理
」
を
自
覚
す
る
こ

と
、
自
覚
し
よ
う
と
努
め
る
こ
と
は
、
当
然
に
相
手
に
も
、
そ
の

「理
」
の
自
党
を
促
す
は
ず
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
を
理
解
す
れ
ば
、
仁
斎

が
、
執
拗
に
朱
子
学
の

「残
忍
刻
薄
之
心
」
を
斥
け
る
理
由
が
納
得
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

慈
愛
之
心
、
渾
論
通
徹
、
従
内
及
外
、
無
所
不
至
、
無
所
不
達
、
而
無

一
宅
残
忍
刻
薄
之
心
、
正
謂
之
仁

（上

・
四
三
）

ま
た

間
、
仁
畢
荒
止
於
愛
与
、
日
、
畢
寛
止
於
愛
、
愛
実
徳
也
、
…
…
荷
有

一
宅
残
忍
刻
薄
岐
害
之
心
、
則
不
得
為
仁

（上

。
四
五
）

な
ど
な
ど
、
「残
忍
刻
薄
之
心
」
を
斥
け
る
仁
斎
の
言
葉
は
数
知
れ
な
い
。
「残
忍
刻
薄
之
心
」
は
、
別
に

「責
人
」
（上

。
三
六
）
な
ど
と
も
表
現

さ
れ
る
が
、
相
手
が

「理
」
の
探
求

・
自
党
に
お
い
て
不
足
し
て
い
る
と
詰
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
「残
忍
刻
薄
之
心
」
を
も

つ
て
相
手
に
接
す
る
の

は
、
自
分
は
こ
こ
ま
で

「理
」
を
探
求
し
た
、
お
前
は
そ
れ
が
出
来
て
い
な
い
と
責
め
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ

「理
」
の
貫
徹
を
前
提
と
す
る
か



ら
、
自
分
と
相
手
は
同
じ
だ
と
考
え
る
か
ら
、
「責
人
」
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
も
し
、
自
分
と
相
手
と
の
間
に
は
重
な
ら
な
い
部
分
が
あ
る
、
そ

こ
に
い
る
の
は

〈他
者
〉
だ
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
〈他
者
〉
に
つ
い
て
そ
の
よ
う
な
態
度
は
生
ま
れ
な
い
。
仁
斎
が
、
執
拗
に

「残
忍
刻
薄
之

心
」
と
い
う
言
葉
で
言
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な

〈他
者
〉
を

〈他
者
〉
と
し
て
認
め
な
い
態
度

へ
の
批
判
な
の
で
あ
る
。

仁
斎
が

「忠
恕
」
、
と
く
に

「恕
」
と
し
て
訴
え
る
の
は
、
こ
う
し
て
朱
子
学
か
ら
は
出
て
こ
な
い

〈他
者
〉
の
心
の
付
度
で
あ

っ
た
。
し
か
し

そ
の
難
し
さ
を
、
ま
ず
直
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
仁
斎
も
ま
た
そ
れ
を
論
じ
て
い
る
。
霊
阿
孟
字
義
』
は

「恕
」
の
定
義
に
続
け
て
、
こ
う

述
べ
て
い
る
。

夫
人
知
己
之
所
好
悪
甚
明
、
而
於
人
之
好
悪
、
乏
然
不
知
祭
焉
、
故
人
与
我
毎
隔
阻
胡
越
、
或
甚
過
悪
之
、
或
応
之
無
節
、
…
…
た
平
不
知

隣
焉
、
其
不
至
於
不
仁
不
義
之
甚
者
幾
希

〈他
者
〉
の
心
を
付
度
す
る
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
現
実
の
多
く
の
場
合
、
ま

っ
た
く
噛
み
合
わ
な
か
っ
た
り
、
甚
だ
し
い
時

に
は
憎
悪
に
落
ち
た
り
す
る
。
そ
こ
に
、
共
感

（
「憐
じ

は
生
ま
れ
な
い
。

仁
斎
は
こ
う
し
て
、
安
易
に

「恕
」
に
寄
り
掛
か
っ
て
い
る
の
で
は
い
。
〈他
者
〉
に
向
か
う
時
、
無
関
心
や
憎
悪
に
陥
り
や
す
い
の
が
現
実
の

人
間
の
姿
で
あ
る
こ
と
を
、
仁
斎
は
は
っ
き
り
と
見
て
い
る
。
無
関
心
や
憎
悪
に
陥
り
や
す
い
の
は
、
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
朱
子
学
的
な

〈他

者
〉
不
在
の
思
考
の
惰
性
に
、
い
ま
だ
囚
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
う
自
問
す
る
仁
斎
は
、
「四
端
」
を
読
み
込
む
こ
と
で
、
こ

の
問
題
を
突
破
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

②

〈他
者
〉

へ
の
寛
容
―
―

「四
端
」

「四
端
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く

『
孟
子
』
公
孫
丑
上
篇
に
説
か
れ
る

「側
隠

・
差
悪

・
辞
譲

・
是
非
」
の
心
で
あ
る
。
『
孟
子
』
に
は
、
「側

隠
之
心
、
仁
之
端
也
、
差
悪
之
心
、
義
之
端
也
、
辞
譲
之
心
、
礼
之
端
也
、
是
非
之
心
、
智
之
端
也
、
…
…
凡
有
四
端
於
我
者
、
知
皆
拡
而
充
之

央
、
若
火
之
始
然
、
泉
之
始
達
、
荷
能
充
之
、
足
以
保
四
海
、
荷
不
充
之
、
不
足
以
事
父
母
」
と
あ
る
。
朱
子
は
、
「性
」
と
し
て
本
源
的
な

「仁

義
礼
智
」
が
、
「情
」
と
し
て
個
別
的
に
発
現
し
た
も
の
が

「四
端
」
な
の
だ
と
捉
え
、
「拡
充
」
を

「充
満
其
本
然
之
量
」
（
『
孟
子
集
註
し

と
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解
釈
し
た
。
あ
る
場
面
に
お
い
て
発
現
し
た

「四
端
」
を
見
逃
さ
ず
、
そ
れ
を

「端
緒
」
と
し
て
糸
を
手
繰
る
よ
う
に
し
て
自
己
の
心
の
奥
に
秘

め
ら
れ
た
本
源
的
な

「仁
義
礼
智
」
の
自
党
に
到
達
し
、
そ
の
全
体
を
明
ら
か
に
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
仁
斎
は
、

四
端
者
吾
心
之
固
有
、
而
仁
義
礼
智
、
天
下
之
大
徳
也
、
四
端
之
心
難
微
、
然
拡
而
充
之
、
則
能
成
仁
義
礼
智
之
徳
、
…
…
則
知
性
之
善
不

可
侍
、
而
拡
充
之
功
、
最
不
可
廃

（『
孟
子
古
義
』
巻
二
）

と
し
た
。
人
は
そ
れ
ぞ
れ
に

「異
体
」
で
あ
る
が
、
「四
端
」
を
持

つ
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。
ご
く
稀
に
、
「億
万
人
中
之

一
二
」
（下

。
一
）

と
し
て

「四
端
」
を
欠
く
人
間
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
考
え
る
必
要
は
な
い
。
〈他
者
〉
の
心
を
、
隅
か
ら
隅
ま
で
付
度
す
る
こ
と
は

出
来
な
い
が
、
「四
端
」
の
共
有
と
い
う
所
で
は
繋
が
り
う
る
の
で
は
な
い
か
、
「四
端
」
の
共
有
と
い
う
所
で
繋
が

っ
て
い
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の

で
は
な
い
か
、
こ
う
仁
斎
は
考
え
る
。
「四
端
」
の

「端
」
は
、
朱
子
の
言
う
よ
う
な

「端
緒
」
で
は
な
く
、
「仁
義
礼
智
之
徳
」
と
い
う
人
間
の

連
帯
の

「本
」
、
「端
本
」
と
読
む
の
が

『
孟
子
』
の
本
意
な
の
で
あ
る
。
人
と
人
と
は
完
全
に
は
重
な
ら
な
い
が
、
「四
端
」
を
持

つ
と
い
う
所
で

は
重
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

注
意
し
て
読
め
ば
、
「四
端
」
が
あ
る
か
ら

〈他
者
〉
と
繁
が
る
の
で
は
な
い
。
「四
端
」
の

「拡
充
」
に
努
め
る
か
ら
、
そ
れ
は
可
能
な
の
で

あ
る
。
で
は

「四
端
」
の

「拡
充
」
と
は
何
か
。
朱
子
に
お
い
て
は
、
「本
然
」
と
し
て
自
己
に
内
在
す
る

「理
」
の
自
覚
で
あ
る
が
、
仁
斎
の
場

合
は
、
ど
こ
ま
で
も

〈他
者
〉

へ
の
働
き
か
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
、

仁
義
者
非
他
、
乃
推
親
親
敬
兄
之
心
、
達
之
天
下
、
無
所
不
至
者
、
即
此
也
、
達
…
…
即
拡
充
之
謂
也

（『
孟
子
古
義
』
巻
七
）

な
ど
と
言
わ
れ
る
が
、
よ
り
仁
斎
ら
し
い
議
論
と
し
て
は
、
〈他
者
〉
の
行
為
の
中
に
も

「四
端
」
を
認
め
る
こ
と
や
、
相
手
の
誤
り
に
も
や
む
を

得
な
い
も
の
を
認
め
て
、
誤
り
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
寛
容
と
い
う
徳
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
の
儒
教
に
お
い
て
仁
斎
ほ
ど
、

こ
れ
を
力
説
し
た
思
想
家
は
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
、
〈他
者
〉
の
発
見
と
深
く
結
び
付
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

荷
待
人
情
度
其
所
好
悪
如
何
、
其
所
処
所
為
如
何
、
以
其
心
為
己
心
、
以
其
身
為
己
身
、
委
曲
体
祭
、
思
之
量
之
、
則
知
人
之
過
、
毎
出
於

其
所
不
得
已
、
或
生
於
其
所
不
能
堪
、
而
有
不
可
深
疾
悪
之
者
、
油
然
霧
然
、
毎
事
必
務
寛
宥
、
不
至
以
刻
薄
待
之

（霊
四
孟
字
義
』
忠
恕
）



既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
〈他
者
〉
の
心
を
情
度
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ

っ
て
、
往
々
に
し
て
無
関
心
や
憎
悪
に
至
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
仁
斎
は
、

そ
こ
を
越
え
て
相
手
の

「心
」
や

「身
」
に
な

っ
て
じ

っ
く
り
と
考
え
る
な
ら
、
相
手
の
誤
り
も
ま
た
や
む
を
得
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解

さ
れ
る
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
な
ぜ
、
唐
突
に
相
手
の
誤
り
が
取
上
げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

「寛
宥
」
の
対
極
と
し
て

「疾
悪
」

と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
〈他
者
〉
と
の
交
わ
り
に
お
い
て
は
、
互
い
に

「疾
悪
」
を
懐
く
事
態
を
避
け
る
こ
と
が
最
も
大
事
だ
と

考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
り
、
「疾
悪
」
を
招
く
の
は
、
相
手
の
過
ち
を
許
さ
な
い
時
に
こ
ち
ら
が
苛
酷
な
態
度
を
取
り
、
相
手
も
ま
た
相
応
の
気
持

ち
を
持

つ
こ
と
に
よ
る
と
仁
斎
が
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

唯
恕
字
義
不
分
暁
、
宇
書
曰
、
「以
己
体
人
日
恕
」
、
体
字
甚
好
、
深
体
祭
人
之
心
、
則
自
有
寛
宥
之
心
生
、
不
至
過
為
刻
薄
、
故
恕
又
有
寛

宥
之
義

（上

・
五
九
）

と
言
わ
れ
る
の
も
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
「仁
」
に
つ
い
て
も
、
例
え
ば

蓋
仁
者
以
愛
為
心
、
改
其
心
自
平
、
其
心
自
平
、
故
寛
裕
容
物

（上

・
四
六
）

と
あ
る
よ
う
に
、
寛
容
が
言
わ
れ
る
。
相
手
の
過
ち
に
対
し
て
、
〈他
者
〉
と
し
て
の
相
手
の
心
を
付
度
し
て
寛
容
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ

れ
以
上
の
も
の
、
例
え
ば
相
手
と
の
完
壁
な

一
致
を
求
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
違

っ
た
存
在
と
し
て
の
距
離
が
保

た
れ
て
い
る
。
仁
斎
の
考
え
る

「愛
」
に
は
、
そ
う
い
う
距
離
感
覚
が
あ
る
。

③

〈他
者
〉
と
人
倫
―
―

「孝
悌
」

こ
こ
ま
で
、
仁
斎
の
思
想
の
核
心
が

〈他
者
〉
の
発
見
で
あ
り
、
〈他
者
〉
と
の
繋
が
り
の
要
諦
が

「忠
恕
」
や

「四
端
」
、
す
な
わ
ち
寛
容
な

「愛
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
次
に
あ
ら
た
め
て
、
な
ぜ
そ
れ
が
五
倫
五
常
的
な
秩
序
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
、
「孝

悌
」
に
着
目
し
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
注
者

『
語
孟
字
義
』
は

「孝
悌
」
と
い
う
項
目
を
立
て
て
い
な
い
が
、
仁
斎
が
、
「孝
悌
」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
差
等
の
愛
を
そ
れ
と
し
て
重
ん
じ

て
い
た
こ
と
は
前
に
も
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
さ
て

『
孟
子
』
告
子
下
篇
の

「尭
舜
之
道
、
孝
弟
而
己
実
」
と
い
う

一
節
に
、
仁
斎
は
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孝
弟
而
己
実
者
、
言
聖
人
之
道
、
不
過
人
倫
也
、
所
謂

「聖
人
人
倫
之
至
也
」
、
是
也
、
特
挙
其
近
而
易
行
者
而
言
耳

（『
孟
子
古
義
』
巻
六
）

と
い
う
解
釈
を
与
え
、
さ
ら
に

「先
儒
視
道
甚
高
、
嫌
平
其
不
尽
予
孝
弟
」
と
し
て
、
「高
」
い
と
こ
ろ
に

「道
」
を
求
め
る
朱
子
学
は
、
「孝
弟
」

の
意
義
を
軽
視
す
る
傾
向
が
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
仁
斎
は
、
『
孟
子
』
の

一
節
を
実
質
的
に
は

「尭
舜
の
道
は
人
倫

の
み
」
と
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

朱
子
学
に
お
い
て
は
、
「人
倫
」
は
ま
ず

「孝
悌
」
か
ら
始
ま
る
。
仁
斎
で
は
、
「孝
悌
」
は

「人
倫
」
を
象
徴
す
る
。
で
は
こ
の
二
つ
は
、
同

じ
な
の
だ
ろ
う
か
。
朱
子
学
の

「孝
悌
」
を
説
明
す
る
の
は
、
「気
」
の
遠
近
親
疎
の
上
に
立

つ

「理
」
で
あ
ろ
う
。
愛
情
は
、
「気
」
の
濃
淡
に

沿

っ
て
、
差
等
を
も

つ
て
発
現
さ
れ
る
の
が
自
然

（当
然
）
で
あ
り
、
関
係
の
深
疎
遠
近
を
抜
き
に
、　
一
気
に
人
と
人
と
が
繋
が
る
も
の
で
は
な

い
と
す
る
の
が
朱
子
学
の
公
理
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
仁
斎
が
言
う
の
は
、
実
体
と
し
て
の
父

へ
の

「孝
」
や
実
体
と
し
て
の
兄

へ
の

「悌
」

と
い
う
よ
り
、
人
倫
の
中
に
生
き
る
人
と
し
て
の
あ
り
よ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
最
適
の
言
葉
と
し
て

「孝
悌
」
が

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「蓋
天
之
所
以
為
活
物
者
、
以
共
有

一
元
之
気
也
」
（中

上
ハ
七
）
な
ど
の
言
表
か
ら
、
「気
」
の
思
想
家
な
ど
と
言

わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
仁
斎
で
あ
る
が
、
「気
」
の
厚
薄
か
ら
血
縁
の
親
疎
を
説
く
言
説
を
残
し
て
い
な
い
。
こ
の
事
実
も
ま
た
、
同
じ
く

「孝
悌
」

を
言
う
時
の
、
朱
子
と
の
相
違
を
暗
示
し
て
い
る
だ
ろ
う
注
甲

〈他
者
〉
と
の
繋
が
り
を
、
た
だ
そ
れ
と
し
て
言
う
の
で
あ
れ
ば
、
墨
家
の

「兼
愛
」
の
思
想
で
足
り
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
当
然
な
が
ら

仁
斎
は
、
孟
子
に
従

っ
て
、
「兼
愛
」
の
思
想
を
厳
し
く
否
定
す
る
。
そ
れ
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。

墨
子
以
兼
愛
天
下
為
道
、
仏
氏
以
三
界
衆
生
為
己

一
子
、
皆
口
得
言
而
身
不
能
為
者
也

（中

・
七
四
）

こ
の

「身
不
可
行
者
也
」
は
、
実
践
の
足
場
が
考
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
。

君
子
之
於
天
下
也
、
仁
而
己
実
、
而
有
義
自
存
予
其
中
、
何
者
、
愛
欲
其
周
、
而
分
則
必
有
差
等
、
愛
欲
其
周
者
、
仁
也
、
必
有
差
等
者
、

義
也
、
故
君
子
言
仁
自
有
義
在

（『
孟
子
古
義
』
巻
七
）

こ
れ
を
踏
ま
え
て
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仁
而
無
義
則
非
仁
、
塁
子
之
仁
、
是
也

（霊
四
孟
字
義
』
仁
義
礼
智
）

を
見
れ
ば
、
墨
子
の
愛
に

「差
等
」
が
な
い
こ
と
が
、
直
ち
に
実
践
の
足
場
が
な
い
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「仁
者
以
天

地
万
物
為

一
体
」
と
い
う
程
子
語
と
の
対
比
か
ら
、
張
子

「西
銘
」
中
の

「民
吾
同
胞
」
の

一
句
を
高
く
評
価
し
た
次
ぎ
の
主
張
か
ら
も
窺
え
る
。

問
張
子
西
銘
、
日
、
此
反
欲
施
之
用
者
也
、
「民
吾
同
胞
」

一
句
、
難
如
甚
過
高
、
然
下
面

「大
君
者
吾
父
母
宗
子
」
以
下
、
句
句
有
落
著
、

不
比
程
語
甚
大
無
形
影
、
不
可
不
体
認

（中

・
七
五
）

「民
吾
同
胞
、
物
吾
与
也
」
と
い
う
表
現
は
、
い
か
に
も

「万
物

一
体
の
仁
」
と
い
う
思
想
を
思
わ
せ
る
が
、
そ
れ
に
続
い
て

「大
君
者
吾
父
母

宗
子
、
其
大
臣
宗
子
之
家
相
也
、
尊
高
年
所
以
長
其
長
、
慈
孤
弱
所
以
幼
其
幼
」
と
あ
る
こ
と
で
、
実
践
の
足
場
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
仁
斎
に

よ
れ
ば
、
こ
こ
が
重
要
な
の
で
あ

っ
て
、
火
が
燃
え
、
泉
が
達
す
る
こ
と
で
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る

「四
端
」
の
拡
充
に
つ
い
て
も
、
い
き
な
り

「兼

愛
」
や

「万
物

一
体
」
の
よ
う
に
達
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。

自
親
親
充
之
、
而
至
朋
友
郷
党
所
識
疎
薄
之
人
、
慈
愛
之
心
、
周
遍
次
沿
、
無
所
不
底
、
而
無

一
宅
残
忍
岐
害
之
念
者
、
謂
之
仁

（中

・
六
）

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
の
、
あ
る
階
梯
を
も

つ
た
波
及
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
〈他
者
〉
と
向
か
い
合
う
ゴ
」れ
が
人
間
の
真
実
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
、
身
近
な
日
常
生
活
の
中
で
向
か
い
合

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
現
実
の
生
活
に
お
い
て
は
、
親
と
し
て
、
子
と
し
て
、
夫
と
し
て
、
妻
と

し
て
向
か
い
合

っ
て
い
る
。
根
底
に
あ
る
の
は

〈他
者
〉

へ
の

「愛
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
人
倫
と
い
う
場
に
お
い
て
表
現
さ
れ
る
と
仁
斎
は

言
う
。
日
常
普
段
の
意
義
を
知
る
―
―
と
こ
う
言
え
る
の
は
、
そ
の
時
点
で
日
常
普
段
か
ら
内
面
的
に
距
離
を
持

っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
が
可
能

な
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
意
味
で
は
、
醒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
高
踏
的
に
自
分
を
保

つ
の
で
は
な
く
、
距
離
を
持

っ
た
上
で
日

常
普
段
に
帰
り
、
〈他
者
〉
へ
の

「愛
」
の
表
現
の
場
と
し
て
日
常
普
段
を
生
き
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
仁
斎
は
、
実
践
の
足
場
を
欠
い
た

「兼
愛
」

や

「万
物

一
体
の
仁
」
の
思
想
か
ら
決
定
的
に
分
か
れ
る
。

こ
れ
を
か
り
に
学
問
論
と
し
て
置
き
換
え
て
言
え
ば
、
次
の
よ
う
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

蓋
学
者
之
進
道
、
其
初
学
問
与
日
用
杵
格
観
解
、
不
能
相
入
、
及
平
真
積
力
久
、
自
有
所
得
、
則
向
視
之
以
為
遠
者
、
今
始
得
近
、
向
視
之
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以
為
難
者
、
今
始
得
易
、
…
…
俗
外
無
道
、
道
外
無
俗
、
而
難

一
点
俗
気
、
亦
著
不
得
、
此
是
上
達
光
景

（中

・
六

一
）

学
問
世
界
と
日
常
生
活
と
の
間
に
は
、
初
め
は
断
絶
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
を
押
し
切

っ
て
学
問

へ
の
専
心
に
務
め
る
う
ち
に
、
や
が
て
学
問

の
成
熟
と
と
も
に
、
そ
の
断
絶
は
消
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
日
常
を
軽
蔑
す
る
よ
う
な
風
の
見
え
る
う
ち
は
、
学
問
も
大
し
た
こ
と
は
な
い
と

言
い
た
い
の
で
あ
ろ
う
。
「空
虚
」
「高
遠
」
に
馳
せ
る
、
禅
仏
教
や

「禅
儒
」
（
霊
阿
孟
字
義
』
道
、
宋
明
の
儒
者
の
こ
と
）
が
念
頭
に
は
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
れ
は

「俗
」
に
染
ま
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
「俗
」
に
あ

つ
て

「俗
気
」
を
持
た
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
均
衡
は
、

〈他
者
〉
へ
の

「愛
」
と
、
「孝
悌
」
に
代
表
さ
れ
る
日
常
の
差
等
の
愛
と
の
問
題
を
考
え
る
時
、
一不
唆
す
る
所
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。
も
う

一
つ
、

蓋
詩
以
俗
為
善
、
三
百
篇
之
所
以
為
経
者
、
亦
以
其
俗
也
、
…
…
俗
而
又
俗
、
固
不
可
取
焉
、
俗
而
能
雅
、
所
以
為
妙
之
妙
也

（
「題
白
氏
文

集
後
」
『
古
学
先
生
文
集
』
巻
三
）

と
は
仁
斎
の
詩
論
で
あ
る
が
注
中

こ
の

「俗
」
を
差
等
の
愛
に
、
「雅
」
を

〈他
者
〉

へ
の

「愛
」
に
置
き
換
え
な
が
ら
、
「詩
」
を
人
間
と
し
て

の
生
き
方
と
し
て
読
む
こ
と
が
許
さ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
　
す
　
び

仁
斎
は
、
人
の
心
に
は
清
濁
が
混
じ
っ
て
い
る
と
言
う
。

若
心
本
清
濁
相
雑

（霊
岬
孟
字
義
』
徳
）

こ
こ
か
ら
朱
子
で
あ
れ
ば
、
気
質
の

「混
濁
」
を
清
ら
か
な
も
の
に
さ
せ
る
こ
と
を
問
題
に
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
仁
斎
は
、
そ
の
ま
ま
で
よ

い
と
す
る
。
清
濁
の
混
じ
っ
た
心
の
中
に
、
「四
端
」
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
拡
充
す
る
こ
と
に
努
め
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

聖
人
言
徳
而
不
言
心
、
後
儒
言
心
而
不
言
徳

（同
前
）

清
濁
の
混
じ
っ
た
心
の
持
ち
主
が
、
互
い
に
交
際
し
て
い
く
の
が
人
間
社
会
で
あ
る
。
「清
」
に
も
色
々
な
清
が
あ
る
し
、
「濁
」
に
も
色

々
あ
る
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だ
ろ
う
。
人
と
人
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
あ
る
共
通
な
も
の
に
眼
を
向
け
れ
ば
、
そ
れ
は

「四
端
」
で
あ
り
、
ま
た
善
を
善
と
し

悪
を
悪
と
す
る
心
で
あ
る
。

性
生
也
、
…
…
孟
子
又
謂
之
善
者
、
蓋
以
人
之
生
質
、
難
有
万
不
同
、
然
其
善
善
悪
悪
、
則
無
古
今
無
聖
愚

一
也

（霊
四
孟
字
義
』
性
）

清
濁
の
混
じ
っ
た
人
間
社
会
か
ら
悪
事
は
な
く
な
ら
な
い
、
し
か
し
悪
を
悪
と
す
る
こ
と
に
お
い
て
、
人
と
人
と
は
繁
が

っ
て
い
る
。
こ
の
場
合

は
、
「四
端
」
の
う
ち
の

「是
非
」
の
心
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
「側
隠
」
「差
悪
」
「辞
譲
」
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。
〈他
者
〉
の
中

に
も
、
こ
う
し
て
共
通
の
も
の
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
を
基
盤
と
し
て

〈他
者
〉
と
、
ま
ず
身
近
な

〈他
者
〉
と
し
て
の

家
族
や
同
輩
と
繋
が
り
交
わ

っ
て
い
く
の
で
あ
る
注
音

仁
斎
の
生
涯
は
、
市
井
の
儒
者
と
し
て
、
孜
々
と
し
て

『
論
語
』
と

『
孟
子
』
を
読
む
こ
と
で
終
わ

っ
た
。
そ
れ
は
、
〈他
者
〉
を
認
め
な
い
朱

子
の
古
典
解
釈
を

一
つ
ひ
と

つ
崩
し
な
が
ら
、
『
論
語
』
と

『
孟
子
』
の
中
に
、
〈他
者
〉
と
の
繋
が
り
の
道
を
見
出
そ
う
と
す
る
作
業
だ

っ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
儒
教
の
枠
の
中
で
の
、
そ
の
意
味
で
は
穏
や
か
な
調
和
的
な
人
間
像
に
立

っ
た

〈他
者
〉
の
発
見
で
あ

っ
た
と
言
　
１６

え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
し
か
し
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
思
想
世
界
に
お
い
て
、
そ
れ
は
、
新
し
い
可
能
性
を
切
り
開
く
画
期
的
な
出
来
事
だ

つ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
注
呼

注

母

・
那
倍
の
姉
が
嫁
い
だ
の
は
大
須
賀
快
庵
で
あ
る
が
、
「大
須
賀
家
は
代
々
京
都
に
住
ん
で
名
医
と
し
て
名
高
く
、
快
庵
の
父
は
慶
長
年
中
に
後
陽
成
上
皇
の

御
脈
を
診
た
が
、
快
庵
も
ま
た
世
守
を
失
わ
ず
、
名
医
の
評
判
が
高
か
っ
た
」
と
い
う

（石
田

一
良

『
伊
藤
仁
斎
』
吉
川
弘
文
館

。
一
九
六
〇
年
、
二

一
頁
）
。
こ

う
い
う
背
景
も
、
周
囲
の
人
々
が
医
師
と
な
る
こ
と
を
勧
め
た
理
由
の

一
つ
か
も
し
れ
な
い
。

本
稿
は
、
定
論
を
得
て
か
ら
の
仁
斎
に
つ
い
て
論
じ
る
。
周
知
の
よ
う
に
仁
斎
の

『
論
語
古
義
』
『
孟
子
古
義
』
等
の
改
訂
作
業
は
、
そ
の
死
に
至
る
ま
で
間
断

な
く
続
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
味
で
は
、
「定
論
」
と
い
う
表
現
に
は
問
題
が
残
る
と
も
い
え
る
。
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
、
寛
文
年
間

（
一
六
六

一
～

一



六
七
三
、
仁
斎
の
二
五
歳
か
ら
四
七
歳
に
当
た
る
）
の
苦
悶
の
時
代
を
経
て
朱
子
学
批
判
の
骨
格
が
定
ま

つ
て
以
降
を
、
「定
論
」
確
立
の
段
階
と
捉
え
て
お
く
。

仁
斎
の
思
想
形
成
、
と
く
に
寛
文
年
間
の
苦
悶
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
た
め
て
考
え
る
機
会
を
得
た
い
。

本
稿
は
、
仁
斎
の
思
想
の
核
心
を

〈他
者
〉
の
発
見
に
求
め
る
が
、
な
ぜ
他
な
ら
ぬ
仁
斎
に
お
い
て
そ
れ
が
可
能
だ

っ
た
の
か
―
―

こ
れ
は
、
大
き
な
問
題
で
あ

る
。
し
か
し
少
な
く
と
も
そ
の

一
つ
の
鍵
が
、
こ
の
深
刻
な
体
験
に
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
個
人
的
な
体
験
に
字
ま
れ
た
普
遍
的
な
意
味
を
、
「仁
」
や

「愛
」

の
問
題
と
し
て
捉
え
返
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

「林
本
」
（仁
斎
生
前
の
最
終
稿
本
）
の

『
論
語
古
義
』
冒
頭
に
は
、
「最
上
至
極
宇
宙
第

一
論
語
総
論
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。　
一
見
す
る
と
平
易
で
常
識
的
な
内

容
の

『
論
語
』
は
、
仁
斎
に
と

っ
て
、
「非
温
厚
和
平
従
容
正
大
者
、
自
不
能
通
干
論
語
之
妙
」
（上

。
四
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は

「八
弥
美
膳
」
に
対
す

る

「五
穀
」
（上

・
三
）
に
喩
え
ら
れ
る
べ
き
、
真
理
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て

『
孟
子
』
は
、
「論
語
之
義
疏
」
（上

・
五
）
妥
ｍ
語
之
津
筏
」
（上

・
七
）

と
さ
れ
る
。
『
孟
子
』
の
議
論
を
手
掛
か
り
に
、
『
論
語
』
の
含
蓄
を
玩
味
す
る
の
で
あ
る
。

仁
斎
に
よ
れ
ば
、
「性
善
」
は
、
「自
暴
自
棄
者
」
の
た
め
の
言
説
で
あ
る
。
「其
所
謂
性
善
云
者
、
本
為
自
暴
自
棄
者
発
之
、
亦
教
也
」
（上

。
一
二
）
。
向
上
の

萌
芽

・
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
、
「自
暴
自
棄
者
」
の
覚
醒
を
促
す
た
め
の
限
定
的
な
言
説
な
の
で
あ
る
。
豊
澤

一

「伊
藤
仁
斎
に
お
け
る

「性
善
」
の
意

義
に
つ
い
て
」
（竹
内
整

一
ほ
か

『
日
本
思
想
史
序
説
』
ぺ
り
か
ん
社

・
一
九
八
二
年
）
参
照
。

例
え
ば

『
大
学
或
問
』
に
は
、
次
ぎ
の
よ
う
に
あ
る
。
「外
而
至
於
人
、
則
人
之
理
不
異
於
己
也
、
遠
而
至
於
物
、
則
物
之
理
不
異
於
人
也
、
極
其
大
、
則
天
地

之
運
古
今
之
変
不
能
外
也
、
尽
於
小
、
則

一
塵
之
微

一
息
之
頃
不
能
遺
也
」
（伝
五
章
）
。
自
己
の
内
奥
の

「理
」
と
極
大
極
小
の
内
外
世
界
の

「理
」
は
、
い
わ
ば

相
似
形
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
相
似
で
あ
る
と
親
切
に
体
感
す
る
こ
と
が
、
「脱
然
貫
通
」
な
の
で
あ
ろ
う
。

「朱
子
の
先
駆
者
の

一
人
、
北
宋
の
張
横
渠
の
有
名
な
こ
と
ば
に
、
「天
地
ノ
タ
メ
ニ
心
フ
立
テ
、
生
民
ノ
タ
メ
ニ
命
ヲ
立
テ
、
往
聖
ノ
タ
メ
ニ
絶
学
ヲ
継
ギ
、

万
世
ノ
タ
メ
ニ
太
平
ヲ
開
ク
。
」
（
『
近
思
録
』
二
）
と
い
う
の
が
あ
る
。
…
…
と
も
か
く
こ
の
こ
と
ば
を
ま
ず
記
憶
し
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
と
い
う
の
は
、

宋
学
の
根
本
精
神
と
い
う
か
、
根
本
的
気
分
と
い
う
か
、
そ
の
よ
う
な
も
の
を
表
現
し
た
こ
と
ば
と
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
み
ご
と
な
も
の
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
」
と
は
、
島
田
虔
次

『
朱
子
学
と
陽
明
学
』
含
石
波
新
書

。
一
九
六
七
年
）
の
出
出
し
の

一
節
で
あ
る
。
氏
の
議
論
は
、
「わ
が
国
の
朱
子
学
に
は
、
天
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地
の
た
め
に
、
人
類
の
た
め
に
、
学
の
伝
統
の
た
め
に
、
ま
た
学
問
の
た
め
に
、
万
世
の
た
め
に
、
と
い
う
よ
う
な
規
模
雄
大
な
精
神
、
そ
う
い
う
も
の
が
は
な
は

だ
欠
け
て
い
た
」
と
続
く
。
「わ
が
国
の
朱
子
学
」
の
問
題
は
、
こ
こ
で
は
論
じ
な
い
が
、
そ
こ
に
言
わ
れ
る

「規
模
雄
大
な
精
神
」
と
は
、
士
大
夫
層
の

「自
」

意
識
の
高
揚
の
所
産
に
他
な
ら
な
い
。

「人
心
之
不
同
、
如
其
面
焉
」
（
『
左
伝
』
襄
公
三

一
年
）
は
、
荻
生
征
体
の
好
ん
で
用
い
る
句
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
本
稿
の
立
場
か
ら
、
研
究
史

へ
の
批
判
を
試
み
て
お
く
。
私
は
ま
ず
、
人
と
人
と
は

「異
体
殊
気
」

つ
ま
り
父
子
と
い
え
ど
も
互
い
に
切
れ
た
存
在
だ

と
い
う
発
言
を
仁
斎
理
解
の
出
発
点
に
据
え
る
。
こ
う
い
う
問
題

へ
の
自
党
的
な
注
目
は
、
注
５
に
紹
介
し
た
豊
澤
論
文
な
ど
が
、
そ
の
晴
矢
か
と
思
わ
れ
る
。
豊

澤
は
そ
れ
を
、
「自
他
の
隔
絶
の
意
識
」
曇

〓
一四
頁
）
と
呼
ん
だ
。
前
後
し
て
こ
の
時
期
、
豊
澤
の
言
う

「自
他
の
隔
絶
」
を
取
上
げ
る
論
文
が
見
ら
れ
た
が
、
そ

の
議
論
の
明
快
さ
に
お
い
て
、
豊
澤
論
文
は
傑
出
し
て
い
る
。
ま
た
豊
澤
の
以
下
の
よ
う
な
理
解
に
は
、
私
と
し
て
も
深
い
共
感
を
覚
え
、
多
く
を
教
え
ら
れ
て
い

る
。
「宋
学
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
自
己
は
他
者
と

「理
」
の
次
元
で
通
底
し
て
い
る
と
言
い
得
る
か
ら
、
自
ら
が

「理
」
に
至
り
得
た
時
、
ま
た
は
相
対
的
に
近

い
と
考
え
ら
れ
る
時
、
そ
れ
に
よ

っ
て
他
者
に
対
す
る
こ
と
は
、
他
者
を
し
て
そ
の
内
な
る

「理
」
に
覚
醒
せ
し
め
、
善
た
ら
し
め
よ
う
と
望
む

一
つ
の
真
摯
な
態

度
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
他
者
を
思
い
遣
る
こ
と
が
切
で
あ
れ
ば
切
で
あ
る
ほ
ど
ま
す
ま
す
激
し
く
彼
の
悪
を
責
め
、
彼
を
鞭
う

っ
て
善
を
強
い
る
こ
と
に
も
な

る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
こ
と
が
、
通
底
す
る

「理
」
を
認
め
ぬ
仁
斎
に
は
、
自
己
の
恣
意
的
判
断
に
よ

っ
て
他
者
を
裁
く
偏
狭
で

「残
忍
刻
薄
」
な
態
度
と
思

わ
れ
た
の
で
あ
る
」
曇

一
一七
頁
）
。
し
か
し
そ
の
上
で
、
豊
澤
論
文
に
見
ら
れ
る

「仁
斎
に
は
、
宋
学
の

「理
」
の
思
想
こ
そ
が
闇
く
弱
い
存
在
で
あ
る
人
間
を
駆

っ
て
自
暴
自
棄
に
陥
れ
る
も
の
だ
、
と
思
わ
れ
た
の
だ
」
（同
頁
）
「仁
斎
の
…
…
自
暴
自
棄
し
易
い
闇
く
弱
い
存
在
と
い
う
人
間
観
」
曇

一
一人
頁
）
と
い
う
よ
う

な
叙
述
に
は
、
違
和
感
を
懐
か
ざ
る
を
え
な
い
。
豊
澤
が
引
く
よ
う
に
、
「不
自
暴
自
棄
者
、
千
百
之

一
二
焉
耳
」
（上

。
一
五
、
林
本
で
は

「
百
千
之

一
二
而
己
じ

と
仁
斎
は
言
う
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
仁
斎
に
は
、
あ
る
調
和
的

・
和
合
的
な
人
間
観
が
よ
り
強
く
あ

っ
て
、
「自
暴
自
棄
」

つ
ま
り

「
四
端
」

へ
の
鈍
感
と
い
う

現
実
を
救

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
豊
澤
と
同
世
代
の
仁
斎
論
―
―
代
表
的
に
は

『
近
世
日
本
社
会
と
儒
教
』
父

り
か
ん
社

・
二
Ｏ
①
四
年
）
に
纏
め
ら
れ

た
黒
住
真
の
丁
寧
な
論
考
、
諸
稿
本
の
比
較
検
討
を
踏
ま
え
た
丸
谷
晃

一
の

「伊
藤
仁
斎
の

「情
」
的
道
徳
実
践
論
の
構
造
」
（
「思
想
」
八
二
〇
号
、
岩
波
書
店

・

一
九
九
二
年
）
を
は
じ
め
と
し
た

一
連
の
研
究
―
―
は
、
豊
澤
の
指
摘
を
受
け
止
め
な
が
ら
、
私
に
言
わ
せ
れ
ば
、
こ
の

「
に
も
か
か
わ
ら
ず
」
を
明
ら
か
に
し
よ

18



う
と
努
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
豊
澤
の
言
う

「自
他
の
隔
絶
」
を
、
〈他
者
〉
の
発
見
と
し
て
よ
り
積
極
的
に
捉
え
、
〈他
者
〉
と
の
繋
が
り
と
し
て
、
そ
の
調
和
的

・
和
合
的
な
人
間

観
を
意
義
付
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
時
、
「孝
悌
之
心
、
人
人
具
足
、
…
…
人
道
之
大
本
、
万
善
之
所
由
生
」
（
『
論
語
古
義
』
学
而
篇
）
な
ど
と
さ
れ

る

「孝
悌
」
に
、　
一
つ
の
思
想
的
な
鍵
を
求
め
た
。
〈他
者
〉
と
の
繁
が
り
を
、
あ
く
ま
で
儒
教
の
論
理
か
ら
構
築
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
実
践
の
倫
理
と
し
て
問
題

の
焦
点
と
な
る
の
は

「孝
悌
」
に
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
「孝
悌
」
の
価
値
を
否
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
明
ら
か
に

『
論
語
』
や

『
孟
子
』
の
否
定
で

あ
る
。
し
か
し

「孝
悌
」
の
特
権
的
な
価
値
を
前
提
に
す
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
は

〈他
者
〉
と
の
繋
が
り
は
構
築
さ
れ
な
い
、
そ
う
い
う
意
味
か
ら
、
問
題
の
焦
点
だ

と
考
え
る
の
で
あ
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
か
ら
の
考
祭
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
も
し
か
り
に
、
こ
う
い
う
問
題
構
成
が
誤

っ
て
い
な
い

と
す
れ
ば
、
仁
斎
の

『
論
語
』
や

『
孟
子
』
の
解
釈

（読
み
替
え
）
は
、
実
に
ス
リ
リ
ン
グ
な
性
格
を
持

つ
も
の
だ

っ
た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

子
安
宣
邦

『
伊
藤
仁
斎
の
世
界
』
父

り
か
ん
社

・
二
〇
〇
四
年
）
は
、
仁
斎
の

『
論
語
』
『
孟
子
』
の
解
釈
を
、
仁
斎
の
意
図
に
即
し
て
丹
念
に
追
求
し
た
も
の

で
あ
る
。
意
図
に
即
し
て
丹
念
に
と
い
う
の
は
、
稿
本
ご
と
の
言
葉
の
変
化
の
中
か
ら
、
そ
の
意
図
を
追
体
験
的
に
明
ら
か
に
し
た
こ
と
を
言
う
。
「仁
斎
は

『
集

注
』
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
読
み
か
え
、
読
み
改
め
、
『
論
語
』
の
本
旨
を
と
り
出
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
何
に
依
拠
し
て
仁
斎
は

『
集
注
』
を
読
み

か
え
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

「明
鏡
止
水
」
と
い
っ
た
語
を
疑
い
、
大
地
の
よ
う
に
卑
近
な
も
の
こ
そ

「実
」
で
あ
る
と
と
ら
え
た
そ
の
確
信
に
よ

つ
て
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
こ
と
に
依
拠
し
て
の
読
み
改
め
と
い
っ
て
も
、
「心
」
と
い
い

「性
」
と
い
い
、
己
れ
の
使
用
す
る
ほ
と
ん
ど
の
概
念
が
す
で
に
朱
子
学
的
概
念
と
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
き
、
朱
子
学
的
解
釈
を
読
み
か
え
、
自
ら
の

『
論
語
』
体
験
を
語
り
う
る
言
葉
を
見
出
す
と
い
う
こ
と
は
、
恐
ろ
し
く
困
難
な
作
業
だ
と
思

わ
れ
る
。
新
た
な

『
論
語
』
解
釈
の
言
葉
を
書
き
終
え
た
と
き
、
す
で
に
そ
れ

へ
の
疑
い
が
仁
斎
の
う
ち
に
生
じ
、
直
ち
に
改
稿

へ
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
よ
う
な
作

業
で
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
」
（五

一
～
二
頁
）
と
い
っ
た
説
明
は
、
確
か
な
重
み
と
と
も
に
私
に
も
伝
わ

っ
て
く
る
。
そ
の
上
で
子
安
は
、
そ
の
思
想
を

「
（仁
斎
思

想
の
基
底
は
…
…
引
用
者
）
人
人

（人
と
人
）
の
立
場
で
あ
る
。
そ
れ
は
孝
弟
忠
信
を
も

つ
て

『
論
語
』
を
読
み
切

っ
た
仁
斎
の
と
る
立
場
で
あ
る
。
人
人
の
立
場

と
は
、
人
を
待
ち
、
他
者
に
対
す
る
日
常
の
実
践
的
関
係
の
う
ち
に
存
在
す
る
も
の
と
し
て
の
人
間
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
人
人
の
立
場
は
仁
斎
に
あ

っ
て
、
朱
子

学
に
お
け
る
宇
宙
論
的
な
天
人
関
係
的
言
説
や
性
理
学
や
体
用
論
に
よ
る
本
体
主
義
的
言
説
な
ど
と
の
解
体
的
な
批
判
的
対
抗
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
立
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1012

場
で
あ
る
。
」
（三
二
九
頁
）
と
要
約
し
、
そ
れ
を

「ラ
ジ
カ
ル

・
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
と
性
格
付
け
て
い
る
。
そ
う
い
う
理
解
に
、
私
と
し
て
も
異
存
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
そ
の

「ラ
ジ
カ
ル

・
ヒ

ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
の

「
ラ
ジ
カ
ル

・
ヒ
ュ
ー

マ
ニ
ズ
ム
」
た
る
所
以
は
、
端
的
に
言
え
ば

〈他
者
〉
の
発
見
で
あ
り
、
〈他
者
〉

と
の
繋
が
り
の
倫
理
学
を
、
〈他
者
〉
不
在

・
不
承
認
を
極
め
た
朱
子
の
解
釈
か
ら

『
論
語
』
と

『
孟
子
』
の

「古
義
」
を
奪
い
返
す
こ
と
で
構
築
し
た
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
仁
斎
は
、
「鬼
神
」
論
を
孔
子

・
孟
子
の
話
題
に
し
な
か
つ
た
も
の
だ
と
し
て
、
こ
れ
を
論
じ
よ
う
と
し
な
い
。
そ
れ
は
、
「鬼
神
」
の
存
在
を
否

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
が
、
人
間
の
な
す
べ
き
は
、
「鬼
神
」
に
迷
わ
な
い
こ
と
だ
と
い
う
の
で
あ

っ
た
。
「鬼
神
之
説
、
当
以
論
語
所
載
夫
子
之
語
為
正
、

而
不
可
以
其
他
礼
記
等
議
論
雑
之
也
、
…
…
至
於
孟
子
、
無

一
論
鬼
神
者
、
…
…
此
皆
見
聖
人
深
恐
人
之
不
務
力
於
人
道
、
而
或
惑
於
鬼
神
之
不
可
知
而
言
之
也
」

翁
語
孟
字
義
』
鬼
神
）
。
こ
こ
で
も
ま
た
、
自
己
の
存
在
を
、
祖
先
と
の

「気
」
の
連
続
の
中
に
確
か
め
よ
う
と
い
う
発
想
は
な
い
。
仁
斎
の

「鬼
神
」
論
も
ま
た
、

人
と
人
と
は

「異
体
殊
気
」
だ
と
い
う
議
論
を
背
景
に
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

吉
川
幸
次
郎

「仁
斎
東
涯
学
案
」
（日
本
思
想
大
系

『
伊
藤
仁
斎

・
伊
藤
東
涯
』
解
説
、
岩
波
書
店

・
一
九
七

一
年
）
が
、
こ
こ
か
ら

「
「俗
」
こ
そ
真
理
で
あ
る
。

…
…

「俗
」
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
語
に
い
い
か
え
れ
ば
、
常
識
で
あ
る
。
こ
の
批
評
基
準
は
、
文
学
に
む
か
っ
て
も
施
さ
れ
て
い
る
。
唐
の
白
居
易
の
詩
を
よ
し
と

す
る
の
は
、
そ
の

「俗
」
の
ゆ
え
で
あ
る
。
」
（六
〇
二
頁
）
と
言
う
の
は
、
納
得
で
き
な
い
。
明
ら
か
に

「俗
而
能
雅
」
が
称
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
吉
川

「仁
斎
東
涯
学
案
」
の
牢
む
基
本
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
注
８
で
紹
介
し
た
子
安
宣
邦

『
伊
藤
仁
斎
の
世
界
』
含
一人
○
頁
以
下
）
に
詳
し
い
。

「道
者
天
下
之
公
共
、
而
非

一
人
之
私
情
」
（
霊
ｍ
孟
字
義
』
権
）
あ
る
い
は

「道
者
天
下
之
公
道
、
而
善
者
天
下
之
公
善
也
」
（
『
孟
子
古
義
』
巻
二
）
と
さ
れ

る
よ
う
に
、
「道
」
と
は
、
こ
う
し
て

〈他
者
〉
と
繋
が
り
う
る
世
界
、
重
な
り
合
う
部
分
の
拡
大
を
言
う
の
で
あ
る
。

荒
木
見
悟

「朱
子
学
の
哲
学
的
性
格
―
十
日
本
儒
学
解
明
の
た
め
の
視
点
設
定
―
―
」
（
日
本
思
想
大
系

『
貝
原
益
軒

・
室
鳩
巣
』
解
説
、
岩
波
書
店

。
一
九
七

〇
年
）
は
、
仁
斎
や
征
徐
ら
い
わ
ゆ
る
古
学
派
の
思
想
に
つ
い
て
、
氏
の
所
謂

「本
来
主
義
」
か
ら
離
れ
て
い
く
こ
と
を
批
判
的
に
指
摘
し
た
。
陽
明
学
に
よ
る
朱

子
学
批
判
が
、
「本
来
主
義
」
の
徹
底
と
し
て
展
開
す
る
事
実
と
は
対
照
的
に
、
こ
う
し
て
日
本
の
朱
子
学
批
判
は
、
人
間
の
主
体
性
の
覚
醒
と
い
う
点
で
逆
に
脆

弱
な
も
の
し
か
残
さ
な
か

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「彼
ら
に
と

っ
て
の
関
心
は
、
禅
よ
り
朱
子

へ
と
移
行
し
た
本
来
主
義
の
実
態
を
究
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
理
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成
立
の
背
景
と
な

っ
た
あ
ら
ゆ
る
装
置
の
外
に
出
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
そ
こ
に
は
確
か
に
新
し
い
着
想
が
あ

っ
た
と
言

っ
て
よ
い
。
た
だ
道
徳
を
説
き
、
礼
楽
を

説
く
彼
ら
の
哲
学
が
、
・…
‥
自
由
の
分
の
生
成
す
る
因
由
を
ど
れ
だ
け
豊
潤
に
用
意
し
て
い
た
か
は
疑
わ
し
い
」
（四
六
二
～
三
頁
、
傍
点
は
省
略
）
。
こ
の
指
摘
は
、

日
本
の
儒
教
を
考
え
る
時
、
内
容
と
し
て
極
め
て
重
い
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
絶
え
ず
振
り
返
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
そ
こ
で
説
か
れ
る

「本

来
主
義
」
や

「自
由
の
分
」
か
ら

〈他
者
〉
認
識
が
生
ま
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
投
げ
返
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
〈他
者
〉
認
識
の
獲
得
と
い

う
点
で
は
、
仁
斎
の
思
想
的
な

「豊
潤
」
を
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
世
界
の
中
で
高
く
評
価
す
べ
き
だ
と
私
は
考
え
る
。
な
お
征
休
に
つ
い
て
は
、
商
品

・
市
場
の
原

理
に
よ
る
社
会
の
解
体
を
前
に
、
〈他
者
〉
を
繋
げ
、
〈他
者
〉
の
集
合
と
し
て
の
社
会
を
統
合
さ
せ
る
べ
き
文
明
の
原
理
の
探
求
と
い
う
よ
う
な
視
点
か
ら
、
あ
ら

た
め
て
別
稿
を
用
意
し
た
い
。

※
史
料
の
引
用
に
つ
い
て

『
童
子
問
』
霊
岬
孟
字
義
』
『
論
語
古
義
』
は

「林
本
」
（天
理
図
書
館
所
蔵
）
に
、
『
孟
子
古
義
』
は

「林
本
」
を
参
照
し
つ
つ

「
日
本
名
家
四
書
注
釈
全
書
」
に
、
『
古

学
先
生
文
集
』
は
古
義
堂
文
庫
所
蔵
本

（三
宅
正
彦
編
集
解
説

「近
世
儒
家
文
集
集
成
」
べ
り
か
ん
社

・
一
九
八
五
年
）
に
拠

っ
た
。

ワ

】


